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１．顕在化ステージの目的

Jam-B 遺伝子が、骨髄細胞の中で、CD34-/low KSL 細胞集団、いわゆる造血幹細胞の分画で極めて特異的に発

現していることが判明した。Jam-B 遺伝子は、造血幹細胞純化法において非常に有用な新規マーカーとして期待

できることから、既存の方法より優れた「造血幹細胞の分離技術」を開発する上で、非常に重要な知見である。さ

らに、現時点で純度の高い造血幹細胞を得る技術を組み合わせることで、より純化された造血幹細胞を得ること

が可能になると考えられる。

顕在化ステージでは、Jam-B 遺伝子マーカーを用いた造血幹細胞の分離技術に有用であることを明らかにする

ことで、より優れた「造血幹細胞の分離技術」の開発を目指す。

２．成果の概要 ※研究実施者の完了報告書より抜粋

○大学の研究成果

Jam-B 遺伝子が、骨髄細胞の中で、CD34-/low KSL 細胞集団、いわゆる造血幹細胞の分画で極めて特異的に発

現していることが判明した。Jam-B 遺伝子は、造血幹細胞純化法において非常に有用な新規マーカーとして期待

されるため、リコンビナント JAM-B タンパク質および JAM-B 強制発現細胞を抗原とし、マウスに免役することで、

抗原に対して高い親和性を示すモノクローナル抗体を得ることを試みた。その結果、リコンビナント・ヒト JAM-B タ

ンパク質を用いて、マウスを免疫し、高親和性を示す抗体を得た。今後は、この抗体の利用法を検討する。

○企業の研究成果

バキュロウイルス発現系を用いることによって、マウスを免疫するのに十分な量の抗原としてヒト及びマウスリコン

ビンナトタンパク質を精製することができた。その量は、それぞれ、およそ１ｍｇであった。埼玉医科大学におい

て、このリコンビナントタンパク質を用いてマウスの免疫を行うことが出来た。今後は、造血幹細胞分離のための

新規マーカー候補となる可能性のある目的タンパク質に対して、特異性が高く、高親和性のモノクローナル抗体

が出来ることが期待できることから、この抗体の評価及び利用法の開発を目指す。

３．総合所見

概ね期待通りの成果が得られ、イノベーション創出が期待される。JAM-B 遺伝子が ES 細胞、神経幹細胞、造血

幹細胞に共通して発現することを見い出し、高純度の造血幹細胞の分離に挑戦し、JAM-B に高い親和性をもつ

抗体を得ることができた。幹細胞の純化に関してはまだ十分なデータが得られていないが、今後ビジネスプランを

作成し、実用化に向けて展開していくことを期待したい。


